
平成™œ年�月™˜日 金曜日 (号外第˜š˜号)官 報

（
名
簿
情
報
の
利
用
及
び
提
供
）

第
四
十
九
条
の
十
一

市
町
村
長
は
、
避
難
支
援
等
の
実
施
に
必
要
な
限
度
で
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成

し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
記
載
し
、
又
は
記
録
さ
れ
た
情
報
（
以
下
「
名
簿
情
報
」
と
い
う
。）を
、
そ
の

保
有
に
当
た
つ
て
特
定
さ
れ
た
利
用
の
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
内
部
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
災
害
の
発
生
に
備
え
、
避
難
支
援
等
の
実
施
に
必
要
な
限
度
で
、
地
域
防
災
計
画
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
消
防
機
関
、
都
道
府
県
警
察
、
民
生
委
員
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
に
定
め
る

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
、
自
主
防
災
組
織
そ
の
他
の
避
難
支
援
等
の
実
施
に
携
わ
る
関
係
者
（
次
項
に
お
い
て
「
避
難
支
援
等

関
係
者
」
と
い
う
。）に
対
し
、
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
市
町
村
の
条
例
に
特
別
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
人
（
当
該
名
簿
情
報
に
よ
つ
て
識
別
さ
れ

る
特
定
の
個
人
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

市
町
村
長
は
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
生

命
又
は
身
体
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
避
難
支
援
等
の
実
施
に
必
要

な
限
度
で
、
避
難
支
援
等
関
係
者
そ
の
他
の
者
に
対
し
、
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
お
け
る
配
慮
）

第
四
十
九
条
の
十
二

市
町
村
長
は
、
前
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
名
簿
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、

地
域
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
名
簿
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
に
対
し
て
名
簿
情
報
の
漏
え
い
の
防

止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
名
簿
情
報
に
係
る
避
難
行
動
要
支
援
者
及

び
第
三
者
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
四
十
九
条
の
十
三

第
四
十
九
条
の
十
一
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
名
簿
情
報
の
提
供
を
受
け
た

者
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ
の
職
員
そ
の
他
の
当
該
名
簿
情
報
を

利
用
し
て
避
難
支
援
等
の
実
施
に
携
わ
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
名

簿
情
報
に
係
る
避
難
行
動
要
支
援
者
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
居
住
者
、
滞
在
者
そ
の
他
の
者
（
以
下
「
居
住
者
等
」
と
い
う
。）」
を
「
居
住
者
等
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
立
退
き
先
」
の
下
に
「
と
し
て
指
定
緊
急
避
難
場
所
そ
の
他
の
避
難
場
所
」
を
加
え
る
。

第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
施
設
」
を
「
避
難
所
又
は
応
急
仮
設
住
宅
」
に
改
め
、各
号
を
削
る
。

第
五
章
第
六
節
中
第
八
十
六
条
の
十
七
を
第
八
十
六
条
の
十
八
と
し
、
第
八
十
六
条
の
十
六
を
第
八
十
六
条
の
十

七
と
し
、
第
八
十
六
条
の
十
五
を
第
八
十
六
条
の
十
六
と
す
る
。

第
五
章
第
五
節
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
四
款

安
否
情
報
の
提
供
等

第
八
十
六
条
の
十
五

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
地
域
に
係
る
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、当
該
災
害
の
被
災
者
の
安
否
に
関
す
る
情
報（
次

項
に
お
い
て
「
安
否
情
報
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
照
会
が
あ
つ
た
と
き
は
、
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
安
否
情
報
を
回
答
す
る
と
き
は
、
当
該
安
否
情
報
に

係
る
被
災
者
又
は
第
三
者
の
権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
回
答
を
適
切
に
行
い
、
又
は
当
該
回
答
の
適
切
な

実
施
に
備
え
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
保
有
す
る
被
災
者
の
氏
名
そ
の
他
の
被
災
者
に
関
す
る
情
報
を
、

そ
の
保
有
に
当
た
つ
て
特
定
さ
れ
た
利
用
の
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
内
部
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
回
答
を
適
切
に
行
い
、
又
は
当
該
回
答
の
適
切
な

実
施
に
備
え
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
、
消
防
機
関
、
都
道
府
県
警
察

そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、
被
災
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
章
中
第
九
十
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
被
災
者
台
帳
の
作
成
）

第
九
十
条
の
三

市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
の
地
域
に
係
る
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
の
被

災
者
の
援
護
を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
災
者
の
援
護
を
実
施

す
る
た
め
の
基
礎
と
す
る
台
帳
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
被
災
者
台
帳
」
と
い
う
。）を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

被
災
者
台
帳
に
は
、
被
災
者
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

一

氏
名

二

生
年
月
日

三

性
別

四

住
所
又
は
居
所

五

住
家
の
被
害
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
種
類
の
被
害
の
状
況

六

援
護
の
実
施
の
状
況

七

要
配
慮
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
要
配
慮
者
に
該
当
す
る
事
由

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
災
者
台
帳
の
作
成
に
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
保
有
す
る
被
災
者
の
氏

名
そ
の
他
の
被
災
者
に
関
す
る
情
報
を
、
そ
の
保
有
に
当
た
つ
て
特
定
さ
れ
た
利
用
の
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め

に
内
部
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
災
者
台
帳
の
作
成
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
地

方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、
被
災
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
台
帳
情
報
の
利
用
及
び
提
供
）

第
九
十
条
の
四

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
作
成
し
た
被
災
者
台
帳
に
記
載
し
、
又
は
記
録
さ
れ
た
情
報
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
台
帳
情
報
」
と
い

う
。）を
、
そ
の
保
有
に
当
た
つ
て
特
定
さ
れ
た
利
用
の
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

本
人
（
台
帳
情
報
に
よ
つ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
同
意
が

あ
る
と
き
、
又
は
本
人
に
提
供
す
る
と
き
。

二

市
町
村
が
被
災
者
に
対
す
る
援
護
の
実
施
に
必
要
な
限
度
で
台
帳
情
報
を
内
部
で
利
用
す
る
と
き
。

三

他
の
地
方
公
共
団
体
に
台
帳
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
台
帳
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
が
、
被
災

者
に
対
す
る
援
護
の
実
施
に
必
要
な
限
度
で
提
供
に
係
る
台
帳
情
報
を
利
用
す
る
と
き
。

２

前
項（
第
一
号
又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
台
帳
情
報
の
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
災
害
救
助
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
削
る
。

次
の
題
名
及
び
目
次
を
付
す
る
。

災
害
救
助
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

救
助
（
第
三
条
e

第
十
七
条
）

第
三
章

費
用
（
第
十
八
条
e

第
二
十
九
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
三
十
一
条
e

第
三
十
四
条
）

附
則

˜ 
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